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実験目的（テーマ）・目標

 チームで開発を行う

 アプリケーションの開発



ソフトウエア概要

 声を録音しMIDIに変換して再生するアプリケーションである。



対象

 作曲初心者向け



ソフトウェア開発環境
・OS

Windows７ professional(６４bit)

・開発言語

C#

・開発環境

Visual Studio Express２０１２



その他使用したもの
 Redmine

 Git

 マイク

 MIDIDataライブラリ



担当

録音・保存・再生・
仕様書まとめ

音程抽出・素材作成・
画面設計

MIDI変換・変
換後機能

住吉 青柳・中島 細川



スケジュール

１０月 １１月 １２月 １月 ２月

仕様設計

プログラム開発

発表資料作成



実行画面



録音 ①RECボタンを押す
録音が開始される

②SAVEボタンを押す
録音した音声をwaveファイル
として保存する



再生・停止 ①STARTボタンを押すと再生

②STOPボタンを押すと停止



音程抽出
 FFTを行う

 パワースペクトルを求める

 パワースペクトルの最大になる場所を求める

 求めた最大の場所を周波数に変換

 求めた周波数をノートナンバーに対応させる



MIDIとは
 MIDI(Musical Instrument Digital Interface)

⇒音階・音の大きさ・鳴らすタイミングなどの

情報をデータ化し、列挙したもの。

番号 音階 タイミング ・・・

1 60(ド) 0 ・・・

2 62(レ) 60 ・・・

3 64(ミ) 120 ・・・

4 65(ファ) 180 ・・・

・
・

・
・

・
・



MIDI変換後画面



音を楽器に変換
ボタンを押すことで

 ピアノ

 ギター

 シンセサイザ

 バイオリン

の音に変換する。

音の音色を変える



その他機能 拡大と縮小

スクロール選択

ピアノロールの移動



工夫した点

 分かりやすくした見た目



今後の課題

 録音中の波形の表示



創造実験を通しての感想

 目標としていたアプリケーションの開発ができたのでよかった

 チーム開発ならではの大変さ

 C#を学べた



ご静聴ありがとうございました。


